
復
旧
工
事
を
行
う
ほ
か
、
県
民
が
体
験

で
き
る
「
交
流
活
動
」
に
取
り
組
み
、

畜
産
業
、
自
然
環
境
及
び
地
元
産
業
と

県
民
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

八　

家
畜
改
良
事
業
関
係

 

三
、五
四
八
千
円

優
秀
な
能
力
を
持
っ
た
種
畜
を
確
保

し
、
家
畜
の
改
良
を
推
進
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

九　

養
豚
対
策
関
係

 

一
三
、八
八
八
千
円

系
統
豚
の
維
持
や
そ
の
系
統
豚
を
活

用
し
た
銘
柄
豚
の
普
及
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
養
豚
経
営
の
安
定
を
図
る
豚

肉
の
価
格
安
定
制
度
を
支
援
し
ま
す
。

十　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
特
別
対
策
事
業

 

八
、八
五
〇
千
円

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
と
ま
ん
延
を
防
止
す

る
た
め
、
牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
24
か
月
齢
以
上
の
死
亡

牛
全
頭
を
検
査
す
る
ほ
か
、
飼
料
の
製

造
か
ら
使
用
の
各
段
階
に
お
け
る
安
全

性
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

十
一　

未
利
用
資
源
畜
産
飼
料
化
関
係

 

一
、七
八
六
千
円

畜
産
物
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と
有

機
性
資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
の
利
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、食
品
残
さ
排
出
側
・

受
入
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
飼
料
化
技

術
の
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

十
二　

牛
群
能
力
向
上
関
係

 

八
八
八
千
円

県
民
へ
の
牛
乳
の
安
定
供
給
と
酪
農

経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
受
精
卵

移
植
技
術
の
活
用
、
雌
雄
産
み
分
け
技

術
の
現
地
実
証
に
よ
る
実
用
化
、
及
び

牛
群
検
定
に
基
づ
く
選
抜
淘
汰
に
よ
る

乳
用
牛
の
改
良
増
殖
を
推
進
し
ま
す
。

十
三　

家
畜
保
健
衛
生
関
係

 

五
七
、三
五
三
千
円

家
畜
伝
染
病
の
発
生
予
防
・
ま
ん
延

防
止
・
豚
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
ワ
ク
チ
ン

接
種
経
費
へ
の
助
成
等
、
効
果
的
な
防

疫
体
制
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
農
場

H
A
C
C
P
計
画
認
定
制
度
の
推
進

や
動
物
用
医
薬
品
の
適
正
使
用
を
指
導

と
も
に
、自
給
飼
料
増
産
を
図
る
た
め
、

本
県
で
の
生
産
に
適
し
た
奨
励
品
種
の

選
定
や
受
委
託
組
織
に
よ
る
飼
料
生
産

体
制
の
確
立
を
推
進
す
る
ほ
か
、
配
合

飼
料
価
格
安
定
対
策
事
業
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

三　

生
乳
流
通
改
善
調
整
事
業
関
係

 

五
、〇
一
二
千
円

生
乳
の
計
画
生
産
と
流
通
の
合
理

化
、
新
鮮
な
良
質
生
乳
生
産
の
た
め
に

乳
質
改
善
等
の
推
進
や
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
に
基
づ
く

生
乳
の
用
途
別
取
引
数
量
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
酪
農
経
営
の
安
定
に

取
り
組
む
酪
農
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

四　

食
肉
鶏
卵
流
通
改
善
事
業
関
係

 

一
六
〇
、三
八
三
千
円

県
民
に
新
鮮
で
安
全
な
食
肉
を
安
定

的
に
供
給
す
る
神
奈
川
食
肉
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
要
す
る
借
入
資
金
の
償
還
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
養
鶏
経
営
安
定

の
た
め
鶏
卵
の
価
格
安
定
制
度
を
支
援

し
ま
す
。

五　

酪
農
肉
用
牛
対
策
関
係

 

二
二
、一
五
四
千
円

和
牛
肥
育
生
産
者
が
素
牛
を
導
入
す

る
費
用
の
一
部
を
無
利
子
・
無
担
保
で

緊
急
的
に
融
資
す
る
ほ
か
、
県
民
に
安

全
で
安
心
な
牛
肉
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
酪
農
家
と
肉
牛
農
家
が
連
携

し
た
「
か
な
が
わ
産
牛
肉
」
の
生
産
体

制
の
構
築
や
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
地

産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

六　

畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業
関
係

 

三
、七
五
八
千
円

畜
産
経
営
に
起
因
す
る
環
境
問
題
の

発
生
防
止
の
た
め
、
総
合
的
な
調
整
・

指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
経
営

環
境
の
改
善
に
必
要
な
機
械
・
車
両
等

の
畜
産
環
境
機
械
リ
ー
ス
に
助
成
し
ま

す
。

七　

大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
関
係

 

四
四
、六
七
五
千
円

本
県
は
子
牛
の
育
成
条
件
に
恵
ま
れ

て
い
な
い
た
め
、
放
牧
育
成
を
実
施
し

て
優
良
後
継
牛
を
確
保
し
ま
す
。ま
た
、

草
地
や
飼
養
施
設
等
の
維
持
管
理
及
び
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神
奈
川
県
の
平
成
二
十
五
年
度
当
初

予
算
で
は
、
神
奈
川
再
生
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
た
め
、
緊
急
財
政
対
策
に

取
り
組
み
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る

一
方
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
県
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
「
か
な
が

わ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
掲
げ
た
事

業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
を
回

す
施
策
に
も
大
胆
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
呼
応
し
、

二
十
五
年
度
当
初
予
算
と
補
正
予
算
を

一
体
と
し
た
「
十
四
个
月
予
算
」
と
し

て
編
成
し
ま
し
た
。

畜
産
関
係
の
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
畜
産
物

価
格
の
低
迷
等
に
よ
る
厳
し
い
畜
産
経

営
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
自
給

飼
料
増
産
対
策
及
び
か
な
が
わ
産
牛
肉

地
産
地
消
推
進
事
業
を
推
進
す
る
ほ

か
、
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
存
続
の
た
め
、
素

牛
価
格
の
高
騰
で
危
機
的
状
況
に
陥
っ

て
い
る
和
牛
肥
育
経
営
に
対
し
、
優
良

系
統
の
素
牛
導
入
に
緊
急
的
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
た

め
農
場
H
A
C
C
P
認
定
制
度
の
普

及
推
進
や
、
家
畜
伝
染
病
の
万
一
の
発

生
に
備
え
、
危
機
管
理
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

予
算
規
模
は
四
億
二
、二
二
三
万
円

で
あ
り
、
以
下
に
施
策
分
野
ご
と
に
整

理
し
た
主
な
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

一　

畜
産
技
術
振
興
関
係

 

一
一
、七
三
八
千
円

畜
産
経
営
の
健
全
な
発
展
と
畜
産
物

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
先
進
的
技

術
を
活
用
し
た
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
生

産
等
に
よ
る
経
営
体
質
の
強
化
推
進
、

消
費
者
の
畜
産
に
対
す
る
理
解
醸
成
と

畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
の
各

種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

二　

畜
産
飼
料
対
策
関
係

 

三
、二
九
〇
千
円

安
全
な
畜
産
物
の
生
産
を
図
る
た

め
、飼
料
の
適
正
使
用
に
対
す
る
指
導
、

立
入
検
査
、
成
分
分
析
を
実
施
す
る
と

し
、
畜
産
物
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

十
四　

畜
産
技
術
所
試
験
研
究
関
係

 

八
四
、九
〇
七
千
円

高
品
質
畜
産
物
の
生
産
技
術
や
要
素

解
析
と
そ
の
品
質
評
価
へ
の
応
用
、
消

費
者
視
点
の
畜
産
物
評
価
、
堆
肥
生
産

に
お
け
る
熱
回
収
及
び
有
効
利
用
技
術

開
発
等
の
試
験
研
究
に
取
り
組
み
ま

す
。

『
第
１
業
務
対
象
年
間
の
終
了
と
第
２

業
務
対
象
年
間
の
実
施
に
つ
い
て
』

新
マ
ル
キ
ン
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
を
も
っ
て
第

１
業
務
対
象
年
間
が
終
了
し
、
第
２
業

務
対
象
年
間
（
平
成
二
十
五
年
四
月
以

降
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
３
か
年
間
）
に
お
け
る
継
続
実
施

を
い
た
し
ま
す
。
新
マ
ル
キ
ン
事
業
へ

の
契
約
を
ご
希
望
の
方
は
、
別
途
送
付

さ
れ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
五
月
末
ま
で
に
本
会
に
送
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
契
約
希
望
の
申
込

み
を
い
た
だ
い
た
方
か
ら
肥
育
牛
補
填

金
交
付
契
約
の
締
結
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
契
約
希
望
申
込
み
を
い
た
だ
い
た

場
合
に
お
い
て
も
、
契
約
の
要
件
等
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
受
付
け

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

知
願
い
ま
す
。

『
平
成
二
十
五
年
度
に
お
け
る
生
産
者

積
立
金
単
価
に
つ
い
て
』

新
マ
ル
キ
ン
事
業
に
係
る
肥
育
牛
一

頭
当
た
り
の
生
産
者
積
立
金
単
価
は
毎

年
度
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

◎
平
成
二
十
五
年
度
生
産
者
積
立
金
単

価
（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

肉
専
用
種 

一
八
、〇
〇
〇
円

　

交
雑
種 

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

乳
用
種 
二
五
、〇
〇
〇
円

五
月
分
の
請
求
で
は
二
十
五
年
度
単

価
で
請
求
し
て
い
ま
す
が
、
既
に
納
付

頂
い
て
い
る
四
月
分
に
つ
い
て
は
前
年

度
単
価
で
徴
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
肉

専
用
種
に
つ
い
て
は
三
千
円
の
追
加
徴

収
、
乳
用
種
に
つ
い
て
は
五
千
円
の
差

額
返
還
を
い
た
し
ま
す
。

『
第
４
四
半
期
一
月
及
び
二
月
販
売
牛

粋
な
侍　

木
に
駒
繋
ぐ

　

駒
が
勇
め
ば　

花
が
散
る

気
候
不
順
な
今
年
の
春
は
三
月
の
下

旬
に
桜
が
咲
き
、
あ
ま
り
ぱ
っ
と
し
な

い
う
ち
に
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
駒

が
勇
ん
で
も
花
吹
雪
に
な
る
だ
け
の
花

が
咲
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
花
見
酒
を

何
時
や
ろ
う
か
、
も
う
少
し
暖
か
く

な
っ
た
ら
⋮
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
桜

は
散
り
、
つ
つ
じ
が
咲
き
出
し
、
こ
れ

も
五
月
の
連
休
明
け
に
は
終
り
で
し
ょ

う
か
。暑
い
春
だ
っ
た
り
、寒
い
春
だ
っ

た
り
、
冬
物
を
仕
舞
っ
た
り
、
ま
た
出

し
た
り
、
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
の
焼
酎
を
飲

ん
だ
次
の
日
は
熱
燗
の
酒
、
と
季
節
の

定
ま
ら
な
い
日
々
で
す
。
つ
ま
み
も
昨

日
は
冷
奴
、
今
日
は
湯
豆
腐
。
冷
奴
に

き
ざ
み
葱
と
鰹
節
を
の
せ
て
、
そ
し
て

新
聞
を
開
い
て
見
た
ら
ビ
ッ
ク
リ
。
鰹

節
が
三
〇
％
も
値
上
が
り
だ
っ
て
！

ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た
し
に
、
竹
の

子
に
、
ふ
き
の
上
に
は
ら
り
と
載
せ
る

鰹
節
が
値
上
が
り
と
は
何
で
？
日
銀
総

裁
の
黒
田
東は

る

彦
氏
が
春
の
お
持
て
成
し

で
円
安
を
や
っ
て
く
れ
た
の
で
、
燃
料

が
高
止
ま
り
の
結
果
だ
そ
う
で
、
古
典

落
語
に
「
風
が
吹
く
と
桶
屋
が
も
う
か

る
」
話
し
が
あ
り
ま
す
が
、
日
銀
総
裁

が
白
川
か
ら
黒
田
に
変
わ
っ
た
ら
酒
の

つ
ま
み
が
値
上
が
り
し
た
。
目
を
白
黒

し
て
い
ま
す
。
我
々
が
歌
っ
た
昔
の
黒

田
節
は　

酒
は
飲
め
飲
め
⋮
だ
っ
た
け

ど
日
銀
の
黒
田
節
は　

札
は
刷
れ
刷
れ

⋮
と
歌
っ
て
鰹
節
な
し
の
竹
の
子
や
ふ

き
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

よ
。
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
①
金
融
政

策
、
②
助
成
政
策
で
鰹
節
が
値
上
が
り

し
た
が
、
次
の
③
成
長
戦
略
で
今
働
い

て
い
る
方
々
の
給
与
等
を
上
げ
る
政
策

は
ダ
イ
ジ
ョ
ブ
な
の
か
な
？
年
寄
り
の

年
金
暮
ら
し
に
も
イ
ン
フ
レ
は
恐
ろ
し

い
が
、
誰
も
が
恐
ろ
し
い
の
は
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
行
く

末
。「
す
べ
て
の
品
目
を
交
渉
の
対
象

に
す
る
」「
高
い
自
由
化
を
実
現
す
る
」

等
を
要
求
す
る
農
業
国
は
日
本
の
米
、

乳
製
品
、牛
肉
、豚
肉
、小
麦
等
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
協
議
内
容
と
銘
打
っ
た
文

書
に
も
食
い
違
い
が
あ
り
、
米
国
で
記

者
会
見
し
た
全
米
豚
肉
生
産
協
議
会
幹

部
は
「
め
ま
い
が
す
る
ほ
ど
嬉
し
い
」

と
表
現
し
た
と
の
こ
と
。
日
本
は
何
を

交
渉
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
食
品

の
安
全
基
準
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く

る
結
果
は
一
億
を
超
え
る
消
費
者
の
安

全
安
心
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
交
渉
し
ろ
よ
！

白
川
夜
船
だ
っ
た
の
で
結
果
は
黒

だ
！
は
な
い
ぞ
。
咲
か
ず
に
散
る
の
は

今
年
の
桜
だ
け
に
し
て
く
れ
。（

忠
九
朗
）

黒
田
節
か
ら
鰹
節
値
上
げ

白
川
夜
船
か
？
Ｔ
Ｐ
Ｐ

新
む
ら
す
ず
め

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立っています。

年     月       日（月）～       日（金）ナイター開催

日催開馬競崎川
25 20 5 24

     月       日（月）～       日（金）10 6 14

か
な
が
わ
の
畜
産
に
携
わ
る

　
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
募
集

新
マ
ル
キ
ン
事
業

の
補
填
金
単
価
報
告
』

第
２
業
務
対
象
年
間
に
お
い
て
も
暫

く
毎
月
交
付
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種 

二
九
、六
〇
〇
円

　

交
雑
種 

八
七
、六
〇
〇
円

　

乳
用
種 

六
三
、五
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

◎
二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種 

〇
円

　

交
雑
種 

七
八
、三
〇
〇
円

　

乳
用
種 

六
九
、二
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

平
成
十
八
年
十
一
月
十
九
日
に
設
立

さ
れ
た
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
広

く
県
内
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
①
情
報
交
換
・
情
報
の
提

供
、
②
技
術
・
経
営
研
修
会
、
③
優
良

事
例
･
関
係
機
関
等
の
視
察
、
④
行
政

･
関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
等
を

年
間
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
個
々
の
資

質
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
安
定
化
に

繋
げ
、
神
奈
川
の
畜
産
を
も
り
立
て
て

肉用子牛生産者補給金制度
～乳用種に生産者補給金が交付されます～

　平成二十四年度第４四半期（二十五年一
～三月）の指定肉用子牛の品種区分ごとの
平均売買価格は次のとおりでした。

●黒毛和種： 452,700 円
●交雑種： 241,200 円
●乳用種： 105,400 円

　乳用種は保証基準価格（116,000 円）を
下回りましたので、その差額、10,600 円
の生産者補給金が交付されることになりま
した。
　黒毛和種・交雑種は保証基準価格、合理
化目標価格を共に上回っているので、生産
者補給金の交付はありません。
　なお、肉用牛繁殖経営支援事業に関して
は、「黒毛和種」について、交付はありま
せん。

 （社団法人神奈川県肉用子牛価格安定基金協会）

平
成
二
十
五
年
度
　
県
畜
産
関

係
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
年
間
五
千
円
と
し
、
家
族

で
加
入
さ
れ
た
場
合
で
も
一
家
族
五
千

円
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
畜
産
の
安
定
経
営
の
維
持
・
振

興
に
は
、
女
性
の
き
め
細
か
い
視
点
で

の
経
営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（

総
務
部
）



家
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よ
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世
界
的
に
穀
物
需
給
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
昨
今
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
輸
入

飼
料
を
国
産
米
で
代
替
す
る
こ
と
は
飼

料
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
全
国
的
に
飼
料
用
米
の
生
産
へ
の

取
り
組
み
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
飼
料
用
米

の
家
畜
へ
の
給
与
技
術
に
関
す
る
試
験

も
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
鶏
は
牛
や
豚
と
異
な
り
筋
胃

を
保
有
し
籾
米
の
ま
ま
消
化
吸
収
で
き

る
こ
と
か
ら
、
保
管
流
通
、
籾
す
り
の

コ
ス
ト
等
の
給
与
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が

実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
既
存
の
報
告
で
は
採
卵
鶏

の
成
鶏
期
の
試
験
成
績
が
ほ
と
ん
ど

で
、
育
成
期
か
ら
の
利
用
性
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

も
し
、
育
成
期
か
ら
籾
米
を
給
与
す

る
こ
と
に
よ
り
、
鶏
の
筋
胃
が
発
達
し

栄
養
分
の
消
化
能
力
が
高
ま
れ
ば
、
産

卵
性
等
の
生
産
性
も
向
上
す
る
可
能
性

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
当
所
で
は
東
京
農
業
大
学

と
共
同
で
、
採
卵
鶏
の
育
成
期
か
ら
籾

米
の
給
与
試
験
を
実
施
し
、
籾
米
の
配

合
割
合
、
給
与
時
期
の
違
い
に
よ
る
産

卵
性
等
へ
の
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
試
験
飼
料
中
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
代
替
と
し
て
籾
米
を
配
合
す
る

と
、
粗
タ
ン
パ
ク
質
等
の
栄
養
分
が
低

く
な
り
ま
す
が
、
環
境
中
へ
の
窒
素
排

泄
量
の
低
減
、
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
試
験
飼
料
の
栄
養

補
正
は
ほ
と
ん
ど
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

（
表
１
、２
）。　

飼
養
期
間
は
平
成
二
十
二
年
九
月
か

ら
平
成
二
十
四
年
三
月
ま
で
で
、
褐
色

鶏
（
ボ
リ
ス
ブ
ラ
ウ
ン
）
を
供
試
し
ま

し
た
。
試
験
区
の
設
定
は
、
表
３
の
①

～
⑦
の
と
お
り
で
、
初
生
か
ら
四
週
齢

は
四
八
三
羽
、
四
週
齢
以
降
は
三
三
六

羽
と
し
ま
し
た
。

表１　試験飼料の配合割合（育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料） 単位（％）

表２　一般成分値（設計値：育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料）

図１　産卵率の推移

表３　試験区分

表４　産卵性等

表５　解剖検査（17週齢時）

　
ア
カ
バ
ネ
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

ま
っ
た
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
す
ご

い
で
す
ね
。
株
価
は
上
が
る
わ
、
１
ド

ル
100
円
も
目
前
に
な
る
わ
、
日
本
経
済

復
活
も
視
野
に
入
っ
て
、
世
の
中
浮
か

れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ

れ
畜
産
の
世
界
で
は
円
安
は
飼
料
高
騰

を
招
き
厳
し
い
冬
の
時
代
に
入
る
の
を

危
惧
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
季
節
は
冬
が
終
わ
り
、
暖

か
い
春
を
迎
え
、
そ
し
て
あ
っ
と
い
う

間
に
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
時
期
、
牛
飼
養
農
家
の
皆
さ
ん
が
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
伝
染
病
に
ア

カ
バ
ネ
病
が
あ
り
ま
す
。
ア
カ
バ
ネ
病

は
牛
の
ウ
イ
ル
ス
性
伝
染
病
で
、
蚊
や

ヌ
カ
カ
な
ど
の
節
足
動
物
が
媒
介
し
ま

す
。妊
娠
牛
が
感
染
す
る
と
異
常
産（
死

流
産
、
奇
形
）
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
生
後
感
染
に
よ
る
脳

脊
髄
炎
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感

染
は
暑
い
時
期
に
起
こ
り
、
死
流
産
は

夏
か
ら
秋
に
、
奇
形
子
牛
の
分
娩
は
冬

か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
起
こ
り
ま
す
。

節
足
動
物
が
活
発
に
活
動
す
る
暖
か
い

地
方
の
伝
染
病
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

近
年
の
温
暖
化
の
影
響
か
、
東
北
地
方

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
病
に
つ
い

て
は
毎
年
、
育
成
牛
を
利
用
し
全
国
的

に
抗
体
検
査
を
行
い
ウ
イ
ル
ス
の
動
向

を
監
視
し
て
い
ま
す
が
、
東
北
や
西
日

本
を
中
心
に
抗
体
の
陽
転
す
る
牛
が
散

発
し
て
お
り
、
北
海
道
で
す
ら
抗
体
陽

性
牛
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
防
法
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
お
勧
め
で
す
。
母
牛
へ
接
種
し
、
異

常
産
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で

ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
抗
体
保
有
率
を
高

め
、
そ
の
結
果
、
生
後
感
染
流
行
の
リ

ス
ク
も
下
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
暑
い
時
期
が
始

ま
る
前
に
行
い
ま
す
。
牛
飼
養
農
家
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
ア
カ

バ
ネ
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所　

森
村
）

県
の
緊
急
財
政
対
策
に
よ
り
廃
止
を

含
め
た
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
牧

場
で
す
が
、
責
任
を
持
っ
て
人
工
授
精

を
行
い
妊
娠
さ
せ
て
生
産
者
へ
戻
す
期

間
を
考
慮
し
た
結
果
、
こ
れ
で
最
終
と

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
年
通
り

県
内
の
優
良
後
継
牛
四
十
一
頭
を
四

月
二
日
に
、
後
日
追
加
で
四
頭
、
計

四
十
五
頭
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
酪
農

家
の
方
々
に
は
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
預
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
県
酪
連
の
ご

協
力
も
得
な
が
ら
、
酪
農
振
興
の
大
き

な
支
え
と
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ち
び
牛
（
子
供
）
達
も
、
畜
舎

飼
い
か
ら
い
よ
い
よ
四
月
末
に
、
慣
ら

し
放
牧
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
大
き
な

病
気
を
発
症
す
る
子
供
達
も
無
く
、
こ

こ
ま
で
は
順
調
に
集
団
生
活
に
も
慣
れ

育
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

試
練
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
が
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
、
大
き
く
成
長

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
九
月

ま
で
は
少
な
く
と
も
放
牧
地
に
放
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
時
間
が
空
い
た
と
き

に
は
ぜ
ひ
見
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
に
受
託
し
た

六
十
四
頭
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
鑑
定
済

み
が
三
十
一
頭
、
人
工
授
精
済
み
で
妊

娠
未
確
認
が
二
十
八
頭
、
未
授
精
が
五

頭
と
、
ま
ず
ま
ず
の
成
績
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
早
く
全
頭
受
胎
の
報
告
を
皆

様
へ
お
伝
え
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
四
月
二
十
九
日
は
恒
例
の
神

主
さ
ん
が
安
全
登
山
祈
願
等
を
行
う
山

北
町
観
光
協
会
主
催
の「
大
野
山
開
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

大
勢
の
ハ
イ
カ
ー
等
が
訪
れ
、
地
元
産

物
の
即
売
・
牛
乳
の
無
料
配
布
な
ど
も

行
わ
れ
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
併
せ
て
畜
産
課
の
主
催
で
畜
産
交

流
教
室
を
ま
き
ば
館
で
、
畜
産
課
職
員

及
び
米
持
先
輩
が
バ
タ
ー
作
り
の
実
演

を
行
い
ま
し
た
が
、
大
勢
の
家
族
づ
れ

が
訪
れ
、
自
分
で
作
っ
た
バ
タ
ー
に
満

足
し
、
美
味
し
い
と
評
判
で
し
た
。
子

供
達
に
は
牛
乳
と
の
か
か
わ
り
で
畜
産

を
少
し
で
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

五
月
は
、
日
に
日
に
緑
が
濃
く
な

り
、
あ
ち
こ
ち
で
山
菜
が
芽
吹
き
採
草

地
や
放
牧
地
の
草
も
ど
ん
ど
ん
伸
び
て

牧
歌
的
景
色
が
満
喫
で
き
る
時
期
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
し
い
空
気
を
吸
い

に
ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て
み
ま
せ
ん

か
、場
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長

原
田
俊
彦
）

大
野
山
た
よ
り

な
お
、
籾
米
の
配
合
割
合
の
検
討
で

は
、
表
３
の
①
～
③
、
⑦
を
試
験
区
と

し
、
籾
米
の
給
与
開
始
時
期
の
検
討
で

は
、
表
３
の
②
、
④
～
⑦
を
試
験
区
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
産
卵
性
等
を
比
較
し

ま
し
た
。

●
籾
米
の
配
合
割
合
の
検
討
（
表
４
）

飼
料
中
の
主
原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
に
つ
い
て
、
籾
米
の
配
合
割
合
を

十
％
、
三
十
％
お
よ
び
六
十
％
と
し
た

試
験
飼
料
を
、
育
成
期
か
ら
長
期
間
給

与
す
る
と
、
育
成
率
が
対
照
区
よ
り
有

意
に
高
く
、
ま
た
成
鶏
期
の
生
存
率
も

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
籾
米
給
与

に
よ
っ
て
鶏
の
健
康
状
態
が
改
善
さ

れ
、
生
存
率
が
高
く
な
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
産
卵
性
に

つ
い
て
は
、
籾
米
給
与
に
よ
る
負
の
影

響
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
解
剖

検
査
で
は
、
初
生
期
か
ら
給
与
開
始
し

た
籾
米
三
十
％
区
、
六
十
％
区
で
筋
胃

重
量
が
有
意
に
重
く
、
籾
米
六
十
％

区
で
は
筋
胃
内
pH
が
低
く
な
り
ま
し

た
（
表
５
）。
こ
の
結
果
か
ら
、
籾
米

給
与
に
よ
り
筋
胃
が
大
き
く
な
り
胃
酸

が
よ
り
多
く
分
泌
さ
れ
、
消
化
能
力
が

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
な
お
、
卵
黄
色
は
籾
米
の
配
合
割

合
が
高
い
ほ
ど
薄
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
籾
米
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
多
く

含
ま
れ
る
キ
サ
ン
ト
フ
ィ
ル
が
ほ
と
ん

ど
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
籾
米
給
与
に
際
し
て
、
卵
黄
色

を
濃
く
す
る
場
合
に
は
、
卵
黄
着
色
用

飼
料
を
添
加
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
籾
米
の
給
与
開
始
時
期
の
検
討（
表
４
）

初
生
期
か
ら
成
鶏
期
ま
で
給
与
開
始

時
期
を
違
え
て
籾
米
三
十
％
を
配
合
し

た
飼
料
を
給
与
す
る
と
、
育
成
中
期
か

ら
給
与
開
始
し
た
区
で
は
対
照
区
よ
り

産
卵
率
が
低
い
値
で
し
た
（
図
１
）。

こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
特
定
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
育
成
中
期
は
後
期
と
比

べ
て
栄
養
要
求
量
が
多
く
、
籾
米
給
与

に
よ
る
飼
料
内
容
の
急
変
が
何
ら
か
の

採
卵
鶏
の
育
成
期
か
ら
の
飼
料
用
籾
米

給
与
に
よ
る
産
卵
性
等
へ
の
影
響
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ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、

籾
米
を
育
成
中
期
か
ら
の
給
与
開
始
す

る
場
合
に
は
注
意
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。今

回
の
試
験
で
は
、
採
卵
鶏
の
育
成

期
か
ら
成
鶏
期
ま
で
、
栄
養
補
正
を
ほ

と
ん
ど
行
わ
ず
に
、
籾
米
を
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
代
替
に
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

初
生
か
ら
籾
米
を
給
与
す
る
と
、
育
成

率
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
健
康
増
進

面
で
の
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
飼
料
用
米
は
、
全
国
的
に
飼

料
と
し
て
の
利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
と
と
も
に
、
脂
肪
酸
の
オ
レ
イ
ン
酸

が
多
く
リ
ノ
ー
ル
酸
が
少
な
い
な
ど
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
異
な
る
特
徴
の
あ
る
脂

肪
酸
組
成
か
ら
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
鶏
卵

と
し
て
有
利
販
売
に
つ
な
が
っ
て
い
く

可
能
性
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

当
所
で
は
、
食
品
残
さ
等
の
本
県
の

特
徴
を
活
か
し
た
未
利
用
資
源
と
飼
料

用
米
と
の
併
用
に
よ
る
鶏
卵
の
高
付
加

価
値
化
を
目
指
し
た
試
験
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
成
績
が

ま
と
ま
り
次
第
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所

企
画
研
究
課　

平
原
敏
史
）

          

      表１  試験飼料の配合割合（育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料）     

単位％

対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 対照 籾米10% 籾米30% 籾米60%
トウモロコシ 60 50 30 0 56 46 27 0
モミ米 0 10 30 60 0 10 30 60
生米ヌカ 5 4 4 2 3 3 3 2
大豆粕 22 23 23 23 19 19 19 18
ナタネ粕 5 3 3 2 3 3 3 2
コーングルテンミール 2 2 2 2 2 2 2 2
魚粉 2 3 3 4 2 2 2 2
塩酸Ｌ－リジン 0.02 0.02 0.02 0.02 0.03 0.03 0.03 0.03
ＤＬ－メチオニン 0.05 0.05 0.05 0.05 0.06 0.06 0.05 0.06
植物性油脂 1.0 2 2 4 4.0 3.9 3.8 3.8
炭酸カルシウム 2.3 2.3 2.3 2.3 9.8 9.8 9.8 9.3
食塩（上質塩） 0.27 0.27 0.27 0.27 0.26 0.27 0.27 0.28
第三リン酸カルシウム 0.16 0.16 0.16 0.16 0.58 0.59 0.60 0.65
コリン 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
プレミックス 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12

育成中・後期用 成鶏用

 

     

  

表２ 一般成分値（設計値：育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料） 

対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 要求量※１ 対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 要求量※２
（一般成分）％
水分 12.8 12.6 12.4 12.0 11.4 11.4 11.2 11.2
粗タンパク質 20.0 19.9 19.8 19.3 16.0 17.1 16.9 16.5 15.7 15.5
粗脂肪 4.9 5.7 5.3 6.5 7.3 7.1 6.7 6.0
粗繊維 3.0 3.5 4.9 6.8 2.5 3.2 4.6 6.4
粗灰分 6.1 6.6 7.4 8.6 13.5 14.0 14.8 15.4
カルシウム 1.2 1.2 1.2 1.2 0.7 4.2 4.2 4.2 4.0 3.3
リン 0.61 0.59 0.57 0.51 0.35 0.59 0.58 0.56 0.51 0.30
（アミノ酸）％
リジン 1.19 1.20 1.21 1.19 0.57 1.02 1.01 0.99 0.93 0.65
メチオニン 0.39 0.39 0.38 0.37 0.26 0.33 0.33 0.32 0.30 0.33
トリプトファン 0.25 0.25 0.26 0.26 0.13 0.22 0.22 0.21 0.21 0.17
ＭＥ（Mcal/kg） 2.96 2.98 2.87 2.84 2.80 2.93 2.87 2.76 2.63 2.80

日本飼養標準 家禽 （2011年版）

※１：中雛（4～10週齢）の場合

※２：日産卵量56ｇの場合

育成中・後期用 成鶏用
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表３ 試験区分 

   

試験区 ０－２０日齢 ２１日齢－ ７０日齢－ １２６日齢－
（籾米の配合割合の検討）
　①籾米１０％区 籾米１０％＋市販飼料
　②籾米３０％区 籾米１０％＋市販飼料
　③籾米６０％区 籾米１０％＋市販飼料

（籾米の給与開始時期の検討）
　④育成中期開始区 市販飼料
　⑤育成後期開始区 市販飼料 配合飼料
　⑥成鶏期開始区 市販飼料 籾米３０％・配合飼料

　⑦対照区 市販飼料

籾米１０％・配合飼料
籾米３０％・配合飼料
籾米６０％・配合飼料

配合飼料

配合飼料

籾米３０％・配合飼料
籾米３０％・配合飼料
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                   図１ 産卵率の推移 

 

 

             表５ 解剖検査（17 週齢時） 

 

                 

 

 

 

 

⑦対照 ①籾米10% ②籾米30% ③籾米60% ⑦対照 ②初生開始 ④中期開始 ⑤後期開始 ⑥成鶏期開始
育成成績
[育成期(0～20週齢)]
　　　0～19週齢
　　　育成率（％） 92.8 a 95.7 b 98.6 c 95.7 b 92.8 AB 98.6 B 92.2 AB 90.8 A 92.2 AB

　　　飼料総摂取量(ｇ/羽) 8,553 ab 8,410 a 8,430 a 8,946 b 8,553 8,430 8,802 8,507 8,609
　　　20週齢体重（ｇ） 1,887 1,885 1,931 1,887 1,887 1,931 1,849 1,837 1,894
50%産卵到達日齢 139.3 139.8 140.0 141.3 139.3 140.0 140.0 140.0 140.5
産卵性
[成鶏期(20～67週齢)]
      産卵率（％） 89.1 86.8 86.7 87.7 89.1 B 86.7 AB 84.0 A 86.7 AB 86.9 AB

　　　平均卵重（ｇ） 62.9 63.0 62.8 64.0 62.9 62.8 63.0 62.6 63.1
　　　日産卵量（ｇ） 56.1 54.7 54.4 56.1 56.1 54.4 52.8 54.2 54.8
　　　飼料摂取量（ｇ/日） 109.3 108.4 109.4 113.5 109.3 109.4 116.1 110.2 114.0
　　　飼料要求率 1.98 2.00 2.03 2.04 1.98 2.03 2.24 2.06 2.10
　　　生存率（％） 81.3 89.6 91.7 93.8 81.3 91.7 91.7 95.8 97.9
　　　43週齢体重（ｇ） 2,086 b 1,980 ab 1,908 a 1,970 ab 2,086 B 1,908 A 1,990 AB 1,971 AB 1,968 AB

卵質45・60週齢時の平均値)
　　　ハウユニット 85.9 87.2 84.9 87.0 85.9 84.9 84.6 84.8 86.2

　　　卵殻強度(kg/cm
2
) 3.39 3.80 3.67 3.73 3.39 3.67 3.75 3.82 3.71

　　　卵殻厚(mm) 0.384 0.381 0.382 0.385 0.384 0.382 0.383 0.383 0.377
　　　卵黄色 7.2 ｄ 6.2 ｃ 5.0 ｂ 3.1 ａ 7.2 B 5.0 A 5.1 A 5.6 A 5.3 A

　　　肉斑出現率（％） 7.5 15.0 22.5 10.0 7.5 22.5 12.5 15.0 12.5
※検討内容毎において、同一項目内の異符号間に有意差あり（Ｐ＜0.05）

給与開始時期の検討配合割合の検討

体重ｇ 1595 1610 1570 1630 1695 1595

消化管長さｃｍ/体重ｇ（％） 8.0 7.7 7.7 8.1 6.9 7.5

 　　　　 （十二指腸～直腸）

筋胃重量ｇ 36.1 ａ 38.0 ａｂ 46.2 ｂ 44.5 ｂ 43.5 ａｂ 41.9 ａｂ

筋胃重量ｇ/体重ｇ（％） 2.3 ａ 2.4 ａｂ 2.9 ｂ 2.8 ａｂ 2.6 ａｂ 2.6 ａｂ

筋胃内容物ｐH 5.2 ｂ 4.7 ａｂ 4.1 ａ 4.6 ａｂ 4.7 ａｂ 4.4 ａｂ

※同一項目内において異符号間に有意差あり（Ｐ＜0.05）

籾米60%

③初生開始
⑦対照

籾米10%

①初生開始

籾米30%

②初生開始 ④中期開始 ⑤後期開始
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②初生開始 ④中期開始 ⑤後期開始

                   表４ 産卵性等 
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                   図１ 産卵率の推移 

 

 

             表５ 解剖検査（17 週齢時） 

 

                 

 

 

 

 

⑦対照 ①籾米10% ②籾米30% ③籾米60% ⑦対照 ②初生開始 ④中期開始 ⑤後期開始 ⑥成鶏期開始
育成成績
[育成期(0～20週齢)]
　　　0～19週齢
　　　育成率（％） 92.8 a 95.7 b 98.6 c 95.7 b 92.8 AB 98.6 B 92.2 AB 90.8 A 92.2 AB

　　　飼料総摂取量(ｇ/羽) 8,553 ab 8,410 a 8,430 a 8,946 b 8,553 8,430 8,802 8,507 8,609
　　　20週齢体重（ｇ） 1,887 1,885 1,931 1,887 1,887 1,931 1,849 1,837 1,894
50%産卵到達日齢 139.3 139.8 140.0 141.3 139.3 140.0 140.0 140.0 140.5
産卵性
[成鶏期(20～67週齢)]
      産卵率（％） 89.1 86.8 86.7 87.7 89.1 B 86.7 AB 84.0 A 86.7 AB 86.9 AB

　　　平均卵重（ｇ） 62.9 63.0 62.8 64.0 62.9 62.8 63.0 62.6 63.1
　　　日産卵量（ｇ） 56.1 54.7 54.4 56.1 56.1 54.4 52.8 54.2 54.8
　　　飼料摂取量（ｇ/日） 109.3 108.4 109.4 113.5 109.3 109.4 116.1 110.2 114.0
　　　飼料要求率 1.98 2.00 2.03 2.04 1.98 2.03 2.24 2.06 2.10
　　　生存率（％） 81.3 89.6 91.7 93.8 81.3 91.7 91.7 95.8 97.9
　　　43週齢体重（ｇ） 2,086 b 1,980 ab 1,908 a 1,970 ab 2,086 B 1,908 A 1,990 AB 1,971 AB 1,968 AB

卵質45・60週齢時の平均値)
　　　ハウユニット 85.9 87.2 84.9 87.0 85.9 84.9 84.6 84.8 86.2

　　　卵殻強度(kg/cm
2
) 3.39 3.80 3.67 3.73 3.39 3.67 3.75 3.82 3.71

　　　卵殻厚(mm) 0.384 0.381 0.382 0.385 0.384 0.382 0.383 0.383 0.377
　　　卵黄色 7.2 ｄ 6.2 ｃ 5.0 ｂ 3.1 ａ 7.2 B 5.0 A 5.1 A 5.6 A 5.3 A

　　　肉斑出現率（％） 7.5 15.0 22.5 10.0 7.5 22.5 12.5 15.0 12.5
※検討内容毎において、同一項目内の異符号間に有意差あり（Ｐ＜0.05）

給与開始時期の検討配合割合の検討

体重ｇ 1595 1610 1570 1630 1695 1595

消化管長さｃｍ/体重ｇ（％） 8.0 7.7 7.7 8.1 6.9 7.5

 　　　　 （十二指腸～直腸）

筋胃重量ｇ 36.1 ａ 38.0 ａｂ 46.2 ｂ 44.5 ｂ 43.5 ａｂ 41.9 ａｂ

筋胃重量ｇ/体重ｇ（％） 2.3 ａ 2.4 ａｂ 2.9 ｂ 2.8 ａｂ 2.6 ａｂ 2.6 ａｂ

筋胃内容物ｐH 5.2 ｂ 4.7 ａｂ 4.1 ａ 4.6 ａｂ 4.7 ａｂ 4.4 ａｂ

※同一項目内において異符号間に有意差あり（Ｐ＜0.05）

籾米60%

③初生開始
⑦対照

籾米10%

①初生開始

籾米30%

②初生開始 ④中期開始 ⑤後期開始

          

      表１  試験飼料の配合割合（育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料）     

単位％

対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 対照 籾米10% 籾米30% 籾米60%
トウモロコシ 60 50 30 0 56 46 27 0
モミ米 0 10 30 60 0 10 30 60
生米ヌカ 5 4 4 2 3 3 3 2
大豆粕 22 23 23 23 19 19 19 18
ナタネ粕 5 3 3 2 3 3 3 2
コーングルテンミール 2 2 2 2 2 2 2 2
魚粉 2 3 3 4 2 2 2 2
塩酸Ｌ－リジン 0.02 0.02 0.02 0.02 0.03 0.03 0.03 0.03
ＤＬ－メチオニン 0.05 0.05 0.05 0.05 0.06 0.06 0.05 0.06
植物性油脂 1.0 2 2 4 4.0 3.9 3.8 3.8
炭酸カルシウム 2.3 2.3 2.3 2.3 9.8 9.8 9.8 9.3
食塩（上質塩） 0.27 0.27 0.27 0.27 0.26 0.27 0.27 0.28
第三リン酸カルシウム 0.16 0.16 0.16 0.16 0.58 0.59 0.60 0.65
コリン 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
プレミックス 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12

育成中・後期用 成鶏用

 

     

  

表２ 一般成分値（設計値：育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料） 

対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 要求量※１ 対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 要求量※２
（一般成分）％
水分 12.8 12.6 12.4 12.0 11.4 11.4 11.2 11.2
粗タンパク質 20.0 19.9 19.8 19.3 16.0 17.1 16.9 16.5 15.7 15.5
粗脂肪 4.9 5.7 5.3 6.5 7.3 7.1 6.7 6.0
粗繊維 3.0 3.5 4.9 6.8 2.5 3.2 4.6 6.4
粗灰分 6.1 6.6 7.4 8.6 13.5 14.0 14.8 15.4
カルシウム 1.2 1.2 1.2 1.2 0.7 4.2 4.2 4.2 4.0 3.3
リン 0.61 0.59 0.57 0.51 0.35 0.59 0.58 0.56 0.51 0.30
（アミノ酸）％
リジン 1.19 1.20 1.21 1.19 0.57 1.02 1.01 0.99 0.93 0.65
メチオニン 0.39 0.39 0.38 0.37 0.26 0.33 0.33 0.32 0.30 0.33
トリプトファン 0.25 0.25 0.26 0.26 0.13 0.22 0.22 0.21 0.21 0.17
ＭＥ（Mcal/kg） 2.96 2.98 2.87 2.84 2.80 2.93 2.87 2.76 2.63 2.80

日本飼養標準 家禽 （2011年版）

※１：中雛（4～10週齢）の場合

※２：日産卵量56ｇの場合

育成中・後期用 成鶏用

70809010

　　

 

 

 

表３ 試験区分 

   

試験区 ０－２０日齢 ２１日齢－ ７０日齢－ １２６日齢－
（籾米の配合割合の検討）
　①籾米１０％区 籾米１０％＋市販飼料
　②籾米３０％区 籾米１０％＋市販飼料
　③籾米６０％区 籾米１０％＋市販飼料

（籾米の給与開始時期の検討）
　④育成中期開始区 市販飼料
　⑤育成後期開始区 市販飼料 配合飼料
　⑥成鶏期開始区 市販飼料 籾米３０％・配合飼料

　⑦対照区 市販飼料

籾米１０％・配合飼料
籾米３０％・配合飼料
籾米６０％・配合飼料

配合飼料

配合飼料

籾米３０％・配合飼料
籾米３０％・配合飼料

 

 

              

 

 


